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 ●２年生２学期の特別授業：テーマ「日本における差別の起源」 
 

★研修内容の紹介・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★研修から学んだこと・感想・・・ 

①差別された人たちの実態について 

 ●経済的に貧しいから差別されたわけではない！ ・・・ 弾左衛門の例 

 ●為政者の政策で差別されたわけではない！   ・・・ 政治起源説の見直し 

 ●身分的・階級的に直接支配されたわけではない！・・・ 奴隷とは異なる 

 ●宗教的原因だけで差別されたわけではない！  ・・・ 殺生を禁忌し不浄とする 
                            仏教思想だけではない 

 ●差別される職種・生業が初めからあったわけではない ・・・ 朝廷政治や荘園制の衰退との関連 

②日本独自の差別問題、それが部落差別の問題！ 

 西洋の差別のように、人種や宗教、支配関係など、明確な違いからの対立・差別というものとは異なり、起源や 

 実態が不明確であることが逆に日本の差別問題の特徴となっている。必ずしも社会の中で優位な階級や立場にあ 

 る人だけが差別を行なった来たわけではなく、庶民の中においても広く差別の事例は見られたのである。このこ 

 とは、自分の下に位置付けて支配しようとする方向性だけでなく、集団から排除して忌避する方向生徒の存在が 

 日本型の差別の特徴となっていると言うことであり、今日、経済的に格差が解消され、社会的にも差別根絶のた 

 めの様々な啓発や取り組みがなされているにもかかわらず、インターネットの匿名の投稿などの影の部分では、 

 差別意識が根強く残存しており、子供の間でも「パシリ」や「シカト」など、深刻ないじめにつながっていく危 

 険性を日常から孕んでいるということではないだろうか？今回の特別授業を通じて、生徒一人一人が自分の中に 

 眠っている隠れた差別意識の芽を掘り起こし、摘み取って行ってくれたらと切に願う次第である。 

●部落差別が日本にあったことは知っていたけれど、その原因が（人種や宗教など明確でなく）曖昧だということは知りません
でした。世界中で差別があるから戦争やテロなどがなくならないのだなと思いました。以前国語の授業で学んだ「ステレオタイ
プ」の意味がよりよくわかったような気がします。情報の伝達が遅れていた昔、差別をなくすのはとても難しかったと思います。
メディアリテラシーを身につけることが、どれだけ大切なのか学びました。それでも今日まで「いじめ」が残っていることはす
ごく問題だと思います。過去から学ぶという今の時代、技術や伝統だけでなく、人権を守るという大切さ、人権が失われる悲惨
さを学び、それを受け継いでいくことが必要だと思いました。平等ということを頭で理解するだけでなく、他人をどれだけ自分
のことのように思えるか、自分を差し置いてまで人のために生きることができるのかだと思います。 
 
●今日の人権の話を聞いて、いじめや差別は昔からあることを知り驚いた。排除はシカト、支配はパシリということで、昔から
いじめがなくなっていないからとても悲しく思った。昔からずっと続いていることなので、そう簡単になくなることじゃないけ
ど、今日のような話にみんなが向き合ったらそのことに対する関心などが出てくると思う。だから、そういった小さいことを意
識して、この世の中からいじめをなくしたいなと思った。 
 
●日本の同和地区の差別問題について、確かに自分も疑問を抱いていた。外国の差別は人種による肌の色の違いや文化や宗教の
違いで人々の間に対立が起こって差別になっているが、日本の同和地区の差別は住んでいるところも同じで言語も同じで宗教も
同じなのに差別しているという点が疑問だった。今回の授業を通して、同和地区に関する江戸時代からの歴史を学ぶことができ
たから、今回学んだことをしっかり念頭に置いて同和問題について考えたい。 
 
●私は歴史の授業が好きなので聞いていてすごく楽しかったです。中学校の時から、えた、ひにんとかは聞いたことがあって、
江戸時代の頃から差別があったんだなと思うと、それが今よくあるイジメのもとになっているんだろうなと思いました。昔は住
んでいる場所とか職業とかでも差別されていたということを聞いて、今ではあり得ないことなので驚きました。今日の話で歴史
の中の差別されていた人々について深く知ることができたので良かったと思います。そういう意味の分からないことで人を差別
したりしてはいけないなと思いました。 
 
●中学の頃、被差別部落や穢多・非人について聞いたことがあったので、とりわけ新しく知ったことはなかった。父に、現在も
残る部落差別の話を聞いたことがあり、周囲の人に「目を合わせてはだめ！」と言われたそうです。牛や豚を殺すことを仕事と
する代々の家庭らしく、「人の目をしていない」「目が合うと殺される」と言っていたそうです。現代に多く残っている差別の多
くは特に現代に生きる人が作り出したものではなく、歴史の中で成り立っていたものが多い。「なぜ引きずるのかわからない」
と正直思ってしまいます。祖先がどういった人であれ、子にまでその目を向けるのは問題だと思う。自分で変えられることがあ
るなら変えていきたいと感じた。 


